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【目的】 先に、我々は、エゾウコギエキス（ASE）のα-グルコシダーゼ（GL）活
性阻害及び小腸糖取込活性阻害について報告した 1)。今回、活性成分の特定を目
指し、ASE 中の各種化合物(14 種)を用いて両活性に及ぼす影響、及びジペプチジ
ルペプチダーゼ-4(DPP-4) 活性に対する影響について検討した。さらに、阻害作
用の強かった化合物を用いて、２型糖尿病モデル db/db マウスの血液生化学的パ
ラメーター、耐糖能及び小腸 GL 活性に対する影響について検討した。 
【方法】 1) GL 活性：酵母由来 GL を用い、基質と反応後、生成グルコース量を測
定した。 22) 糖取込活性：ヒト小腸 Caco-2 細胞を用い、2-NBDG の細胞内取込量を
測定した。 33) DPP-4 活性：Fluorogenic DPP4 Assay キットを用いて測定した。 
4) 動物実験：db/db マウスに、ASE 及び quercetin を 28 日間混餌投与し、各種血
液生化学的パラメーター、耐糖能及び小腸 GL 活性に対する影響を調べた。 
【結果・考察】 11) GL、2-NBDG 取込活性： GL 活性は quercetin、quercitrin、caffeic 
acid、hyperin及びrutinで、2-NBDG取込活性はquercetin、quercitrin及びhyperin
で 50 %以上の阻害が認められた。 22) DPP-4 活性：DPP-4 活性は、ASE 1.0 mg/mL
以上で有意かつ用量依存的に阻害され、その IC50値は 2.93 mg/mL であった。現在
検討中であるが、quercitrin、rutin 及び hyperin に強い阻害を認めた。 33) 動物
実験：現在、検討中である。 
以上、ASE 中の quercetin、quercitrin 及び hyperin に GL 活性、糖取込活性及

び DPP-4 活性の強い阻害を認めた。ASE は 2 型糖尿病の予防や未病治療に有用な健
康食品素材と考えられる。 
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